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研究開発目的
超高齢社会における日本において、加齢に伴う骨格筋

量・筋力の低下（サルコペニア）は喫緊の医学的・経済
的課題となっています。サルコペニアの発症機序は不明な
点も多く、特にサルコペニアを評価するためのバイオマーカー
の開発が急務です。

取り組み
本研究ではサルコペニアマーカーとして最もエビデンスが蓄

積されているクレアチニン/シスタチンC比を基軸とし、様々
な血中老化関連因子を組み合わせた複合マーカーによる
サルコペニア評価モデルを構築し、その臨床的な妥当性を
検証します。

成果
国立長寿医療研究センター・東京都健康長寿医療セ

ンターにおいて、筋機能評価を実施し、様々な血中老化
関連因子との関連性を調べています。

今後の展開
国立長寿医療研究センターで得られたデータを元に複

合マーカーを構築し、東京都健康長寿医療センターで実
施しているコホート研究で得られたデータを元に、その妥当
性検証を行います。

研究の概要: 3つの研究で構成

想定している研究成果

①東浦コホート研究・バイオバンクでの
地域在住高齢者を対象とした解析
（学習用データ収集・複合マーカー構築）

②板橋コホート研究での地域在住高齢
者を対象としたバイオマーカー解析
（検証用データ収集・複合マーカーの妥当
性検証）

③介入試験による複合マーカーの
性能評価


